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当社は新たな顧客価値の創造を図るため、「安全性・安定性の向上」、「利便性・快適性の向上」、「コストダウンの推進」、

「地球環境への貢献」、「駅における新たな展開」の5つを柱に掲げ、最先端技術の導入による鉄道のシステムチェンジを目指

した研究開発を推進しています。その一環として、社会への情報発信を図り、また優れた技術シーズ情報や開発の方向性等

に対するご意見を得るために、R＆Dシンポジウムを毎年開催しています。

近年、様々な先端技術シーズを保有する大学と、その応用をめざす産業界との連携は進展しつつあります。そこで今回は、

「産学連携によるさらなるイノベーションの創出に向けて」をテーマとして第13回を2007年2月13日に開催しました。プログ

ラムについては図1のとおりです。

本誌では、このシンポジウムにおける講演等についてご紹介いたします。

図1：第13回R＆Dシンポジウムプログラム
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「産学連携によるさらなるイノベーションの創出に向けて」について


